
また、生徒の不適切な言動については毅然とした態度で対応し、仲間のことを思いやり、仲間のために行動でき

る生徒の育成に力を入れていきます。 

１６ 学校は、生徒の安全を守る教育（交通事故防止や防災）を行っている。 

・自転車に乗る際のルールを再度教育する必要があるのでは、と思う場面に時々遭遇する。 

・通学路の安全確保をお願いしたいです。 

◇自転車の乗り方については、道路交通法が改正された際に、資料等を配布しながら全員に指導をしました。し

かし、「誰も見ていないから」「いつも大丈夫だから」というような緩みから、思わぬ事故に遭遇する事案もあり

ました。その都度、生徒指導主事をはじめ、学級でも指導をしておりますが、ご家庭でも自転車で出かける際

に、声をかけていただけるようご協力をお願いいたします。通学路の安全確保につきましては、校外生活委員

の皆様が定期的に朝の登校時間に見届けをしてくださっています。保護者の方で何かお気づきになられた場

合は、学校までご連絡ください。  

２０【記述】さらに学校が家庭や地域と一体になって取り組むとよいと思われることなどがありましたら、ご記入くださ

い。 

・色々な職業、色々な世代の方と接する時間を積極的に取り入れてほしい。 

・地域の職人さんや特技を持つご年配の方などを学校に呼んで授業をしてもらう。 

・防災訓練、清掃や行事 

◇今年度、キャリア教育として、１年生は社会福祉協議会と連携して地域福祉について学びました。２年生は例年、地

元の企業を中心とした職場体験学習を実施しています。また全学年が、「金銭教育」として生命保険会社の方から

お金に関わる考え方を学ぶ機会を設けています。地域の方たちとの交流につきましては、つゆくさの会の方たち

とのビオトープの環境保全、特別支援学級でのしめ縄作りなどを継続しています。今後、多様化する社会の中で、

様々な経験の中で学び、自分の生き方を考えることが大切であると考えます。「開かれた学校」をめざし、様々な

教育活動を実施していきます。 

その他 

・体育祭の競技について。大縄の連続回数を競う競技ですが、ミスをした子が特定されることにより周りの目が気にな

り、嫌味を言われることもあり、大縄もですが体育祭自体が嫌になる。誰か１人のミスが特定されることのない競技

にしてほしい。 

・各種行事に外部の専門家を呼んで指導や評価を得てはどうか？例えば合唱祭の終了後に講評をしてもらうとか。客

観的評価は生徒の向上心や達成感をもたらすきっかけになると思う。 

◇体育祭や合唱発表会といった行事の開催にあたって、たくさんの保護者の方にご参観いただき、ありがとうござ

いました。全校行事の在り方については、生徒会を中心に生徒の意見も取り入れながら検討を重ねていきます。

生徒が「主体性」を発揮し、よいよい学校生活を創造することができるようにしていきたいと考えています。 

・運動のできる広い場所が少ないので、校庭を気軽に使用できるようにしてほしい。 

・部活を縮小していくなら、部活(クラブ含む)をやりたいという子供の強い気持ちに柔軟に対応し、グランド、コート使

用をもっと認めてほしいです。子供のストレスが溜まっています。  

◇学校のグラウンド、コート等につきましては、市の管理施設となっており、１９時以降は一般の方にも貸し出しをし

ております。１９時までの時間は、クラブ等での利用がない場合は、使用することは可能ですので学校職員にお申

し出ください。ただし、日の入り時刻を考慮して最終下校時刻を設定しております。最終下校時刻を過ぎた場合

は、下校を促す声かけをしておりますので、ご理解ご協力をお願いいたします。 

・給食当番の白衣をマイエプロンにしてほしい。回ってきた柔軟剤の匂いで気分が悪くなるといいます。またアイロン

をかけていない家庭もある。前の子が忘れたり、予備がないと当番をやらずに終わる子がいたりすると聞いたが不

公平すぎる。今後は自分のものを常に用意しておくことや、忘れたら白衣を使うなどしてほしい。 


